
活動報告 

団 体 名 長尾地区社会福祉協議会 

活 動 名 倉敷市災害ボランティアセンター運営協力 

活動期間 2018/07/08～ 2018/10/21 

活動の成果 

7 月豪雨の後に、長尾地区にセンターを開設するとなれば一大事、たちまち地

区の役員が集まりセンターの力になり、真備町を応援しようと決議して、町内の

方々の協力も得て多数の人が参加してくださり、みんなの気持ちが一つになりま

した。 

特に、7 月 8 月は、連日猛暑であり 35 度 36 度は普通であり、屋外で行う駐

車場の整理は、気が遠くなるような作業にもかかわらず、被災された方々やボラ

ンティアの大変な作業ことを思えば「なんのその」みんな頑張って活動して、少

しは復興への役に立ったかなと皆感じています。 

また、ボランティアセンターに集まった、倉敷市社会福祉協議会の方をはじめ、

県社協や全国各地から来られた福祉協議会の方々と活動することで、まるで家族

のような雰囲気と力強さと温かみを感じました。 

寄付者への 

メッセージ 

ボランテイアセンター内では各地の社会福祉協議会やＮＰＯ等様々な団体が活

動しており、様々なユニホームを着用して識別が出来ていました。しかし、長尾

地区社協にはユニホームもなく困っていたところ、「ボラサポ豪雨災害」助成金が

あることを知り、 

応募しました。ユニホームが出来上がり、外見はもちろん我がチームは心身一

体となり、活動を続けることが出来ました。全国の個人や企業の皆様方の貴重な

ご寄附により成り立つ助成であり、大変感謝しております。 

 今回のボランテイア活動を教訓に、今後とも様々な分野で活動してまいりた

いと思います。 

（活動のようす） 

 

 


